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講題 『お盆を迎えて』 

■  蓮の花  

あなたが往ったら 蓮の花 

わたしが往っても 蓮の花 

極楽池中 青・黄・赤・白 

ナモアミダブツの 蓮の花   木村無相 

「泥沼のどろに染まらぬ蓮
はす

の花」 

今境内に≪蓮の花≫が咲いています。お盆には蓮の花がよく似合います。 

これは 2年前に中野駅前の方に分けてもらいました。 

蓮の花はお浄土の花と言われ、清浄無垢の美しい花と咲かせます。泥の中で育っても、

けがれない、あの美しい花を咲かせます。 

 

          8月の法座予定 

８月 ２日･･････････････････・････本部役員会  

８月 ９日･･････････････････・････掃除 出口・宮原 

８月１６日朝席午前10時より･･････・お盆会法要  

８月１６日昼席午後1時半より･････…初盆追悼法要  

９月 ２日午後 5時より･･････････・門信徒会本部役員会   

8 月 カレンダー法語        東井 義雄師 

カメはウサギにはなれないが 

日本一のカメにはなれる 
私は、学校の先生になりたかったので、学校は、師範学校を選びました。入学してみると、

全員、何かの運動部に入部せよということでしたが、私を入れてくれる部は一つもありま

せんでした。私かあまりにも不器用すぎたからでした。行き場のない私を憐れんで、マラ

ソン部が、やっと、私の入部を許してくれました。 

 毎日の日課は、姫路の城北練兵場一周（五千メートル）でした。週に一目は、市の鉄橋

まで往復（一万メートル）しました。ビリは私が毎日全部引き受けること

になりました。 

 その一万メートルコースの途中には、女学校がありました。女学生たち

の注目のなか、仲間から何百メートルも遅れ、犬にほえられながら走るの

は、ほんとうにみじめでした。 

 そのビリを、私は、二年になっても、三年になっても、四年になっても独占しました。

何年たっても、私よりのろいのは一人も入部してきてくれなかったからでした。 

私は、毎日、ビリを走りながら「ウサギとカメ」の話を考えました。 

 カメがウサギに勝ったというが、カメはいくら努力してもウサギにはなれない。カメは

カメだ。しかし、あの話は、値うちのあるカメは、つまらないウサギよりも、値うちが上

だという話ではないか。カメはウサギにはなれないが、日本一のカメにはなれるという話

ではないか。 

とすると、ぼくは、ビリからは逃れることができなくても、日本一のビリにはなれる

はずだ、よし、日本一のビリになってやろう、そんなことを考えながら走りました。 

走っているうちに、また気がつきました。ぼくがビリを独占しているせいで、ほかの部員

は全員、ビリの悲しみを味わわずにすんでいる、ぼくも一つ役割を果たしていると気がつ

いたのです。 

 すると、にわかに世界中が明るくなり、愉快になってきました。そして、先生になった

ら、走れない子、泳げない子、勉強のできない子の悲しみのわかる先生になろう。そうい

う子が、よろこんで学校に来てくれるような先生になろうと、考え続けました。 

 私は、小・中・大学と、五十五年間、教師を務めさせてもらいましたが、この願いだけ

は忘れなかったつもりです。 

 ☆ 御礼 

永代経懇志 金 拾万円 佐々木隆之殿 故佐々木利隆様 特別永代経志として 

永代経懇志 金 拾万円 小澤 正之殿 故小澤 正之様 特別永代経志として 

永代経懇志 金 拾万円 大室 吉子殿 故大室 厚 様 特別永代経志として 

☆ 御礼 

門信徒会へ 金 一封 佐々木 隆之殿 故佐々木 利隆様 香典返しとして 
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☆今年初盆を迎えられる方々 
  俗名          法名     命日    行年    地区 

1、 高次 ハルコ     釋明春    H26.8.1  96歳   平原上第 1 

2、 井谷 久代   久遠院釋大聖一代  H26.8.7  69歳   他所 

3、 山中 修一      釋修正    H26.8.8  41歳   他所 

4、 高田 シゲコ     釋尼香榮   H26.8.1  94歳      志和 

5、 中本 健一   観心院釋正護    H26.8.17  90歳   東京 

6、 南井 みどり     釋清翠    H26.8.20  64歳   他所 

7、 小山 アキ子  明浄院釋定慧    H26.8.30  91歳   中須賀 

8、 春名 紀美恵     釋清紀    H26.9.25  74歳      他所 

9、 野口 孝一      釋浄孝    H26.10.4  66歳   井原 

10、 松田 俊英      釋俊勝    H26.10.7  69歳   鴨の巣 

11、 山崎 田鶴子     釋正思    H26.10.24 89歳   他所 

12、 平岡 幹彦      釋至誠    H26.10.27 84歳   長者原東 

13、 小林 宗雄      釋宗信    H26.11.15 67歳   平原上第 2 

14、 西川 元    元照院釋榮憲    H26.11.28 95歳   長者原西 

15、 下垣 良一      釋現教    H26.11.29 87歳   井原 

16、 三ヶ津美智子     釋清智    H26.12.2  81歳   平原東 

17、 別所 政夫      釋晃圓    H26.12.7  95歳   荒野 

18、 中本 裕子      釋清裕    H26.12.18 78歳   他所 

19、 泉  ふじ子     釋浄泉    H27.1.2  87歳   桑原 

20、 古堀 岩男      釋厳浄    H27.1.3  78歳   井原 

21、 春名 久雄      釋久誠    H27.1.10  80歳   他所 

22、 中野 圭子      釋慧圭    H27.1.14  81歳   中須賀 

23、 谷  香織      釋浄香    H27.1.17  85歳   瀬野川団地 

24、 小澤 正之      釋誠言    H27.2.3  98歳   瀬野川団地 

25、二野宮 聡明      釋聡信    H27.2.5  83歳   出宮 

26、 西塚 敬子      釋尼真達   H27.2.9  79歳   長者原西 

27、 宮城 房枝      釋明清    H27.2.20  97歳   平原上第 1 

28、 畑中 宏一      釋徳生    H27.2.28  95歳   コモンライフ 

29、 中下 和荘      釋和顔    H27.3.3  63歳   平原西 

30、 竹本 政則      釋則行    H27.3.16  77歳   他所 

31、 大室 厚       釋厚信    H27.3.29  94歳   望ヶ丘 

32、 秋山 忠義      釋審忠    H27.4.5  77歳   中須賀 

33、 尾上 嘉章      釋摂法    H27.5.16  78歳   瀬野川団地 

☆今年初盆を迎えられる方々 
  俗名          法名     命日    行年    地区 

34、 門前 幸恵      釋幸証   H27.8.18  67歳   長者原東 

35、 佐々木利隆      釋實純   H27.5.19  86歳   荒野 

36、 君島ふじ子      釋明正   H27.5.21  92歳   望ヶ丘 

37、 門前 福夫      釋浄福   H27.5.30  82歳   長者原東 

38、 五反田 明      釋明教   H27.6.4   85歳   長者原東 

 

☆浄土真宗本願寺派前門主 大谷光真著「あけぼのすぎ」 

--浄土真宗一口法話--  8月  （延塚知道） 

「比べる必要がないほど平等なことはありません」 

 衆議院議員選挙が行われました。投票された候補者は当選されましたでしょうか。 

政治と宗教の関係はなかなかむずかしいものです。深い宗教心を持った政治家に政治

をして頂きたいと思いますが、宗教団体が政治に直接介入すると様々の問題が起こり

ます。 

 ところで、自由と平等は多くの人々が願う事柄

であり、政治の課題でもありますが、現実には、

自由と言っても、経済活動の自由だけであったり、

平等と言っても出発点（スタートライン）の平等

か到達点（ゴール）の平等か、意見が分かれます。 

  

仏教も自由と平等を目指してきました。悟りを開

くこと、解脱は、少し違った意味で、自由と平等

を得ることと言い換えることが出来ましょう。 

 

でも、それは、煩悩を無くし、仏の智慧を得ることによって実現する自由と平等であ

り、私たちにとつては、この世ではなく、お浄土で実現することです。 

 

この世は、煩悩具足の凡夫が作る火宅無常の世界です。お浄土からの光に照られて、

お念価申しつつ、身近なところ、出来るところから、少しでも自由と平等実現に尽く

していきたいと思います。 
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